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① 太閤園
かつては大長寺の敷地でしたが、明治42年（1909）
に藤田財閥の創始者・藤田伝三郎（1841～1912）の
邸宅（東邸）となりました。藤田伝三郎は長州藩の騎兵
隊出身で、西南戦争のさいに軍靴、軍服、食糧の納入、
人夫の斡旋などで巨万の富を得ました。また五代友
厚、松本重太郎、田中市兵衛らと関西財界の発展に尽
力し、南海電鉄、関西電力、三和銀行、東洋紡、毎日新
聞、大阪商船など多岐の経営に携わって、多くの名門
企業の礎を築きました。茶道をたしなみ、美術品の蒐
集家、慈善事業家、数奇者としても高名で、民間人では
初の男爵となりました。太閤園は、戦災を免れた藤田
邸東邸を、高級宴会場、国際社交場として昭和34年
（1959）にオープンしたもので、平成20年（2008
年）にはサミット財務大臣会合の晩餐会も行われて好
評を博しました。

② 松花堂（貴志康一生誕の地）
藤田邸の隣にある桜宮職員会館（現在は閉館）内には「貴
志康一生誕の地」碑があります。貴志康一（1909～
1937）はベルリンに留学して、大指揮者のフルトベング
ラーに師事。25歳で、ベルリン・フィルで自作の交響曲
「仏陀」などを指揮した伝説の天才音楽家です。しかし心
臓麻痺によってわずか28歳でその生涯を終えました。松
花堂は康一の祖父で、繊維問屋で財をなした貴志彌右衛
門が、石清水八幡宮の茶室・松花堂をモデルとして建てた
ものです。彌右衛門が本吉兆の料理人・湯木貞一に命じて
作られたのが、松花堂弁当といわれています。

③ 藤田美術館
財団法人藤田美術館による東洋古美術を中心とした
美術館です。藤田伝三郎と長男・平太郎（1869～
1940）、二男・徳次郎（1880～1935）のコレクショ
ン…国宝9点、国の重要文化財50点を含む名品5000
点が所蔵されています。ここは藤田伝三郎の本邸跡
で、かつては大長寺の境内でした。

④ 大阪市公館
藤田伝三郎の西邸跡です。大阪市公館は、昭和34年（1959）秋に、日米市長の会議が大阪で
開催されるのを機に、迎賓館として建造されました。本館、庭園を含め約1.4ヘクタールの敷
地で、庭園からは四季折々の大川の景色を眺めることが出来ます。APEC大阪会議の首脳会
談や、姉妹都市歓迎レセプション、大阪市民表彰式などの場として利用されています。

⑤ 藤田邸跡公園（大阪市指定名勝）
もとは藤田伝三郎本邸の庭園でした。公園の広さは約1.7ヘクタール
で、庭園は作庭家・梅園梅叟の手によるものです。ここもかつては大長寺
の敷地で、公園の正面入口は大長寺の山門と伝えられています。近松門
左衛門の最高傑作『心中天の網島』の主人公・天満の紙屋治兵衛と紀伊国
屋の遊女・小春が、お十夜の切り回向を聞いたあとに心中したのがここ
です。享保5年（1720）10月14日未明のことでした。

⑧ 桜宮
ご祭神は天照皇大神、八幡大神、仁徳天皇で、境内に一
対の桜のご神木があります。元は野田村（現在・東野田
町）の桜の馬場にありましたが、幾度も水難にあった
ので、宝暦6年（1756）に現在地に遷座したと伝えら
れています。江戸時代から桜の名所として知られ、花
の盛りは「雲と見、雪と疑ふ」ほどで、『浪華の賑ひ』（文
久3年・1863刊）には「実に浪花において遊宴の最
上、花見の勝地」と賞されています。現在でも花見のシ
ーズンになると多くの人々が訪れます。

⑨「青湾（せいわん）」の碑
かつて大川の桜宮堤防の下に、流れが渦巻く小湾「青湾」があり、そこの水は非常に美味しく、豊臣
秀吉が好んで茶の湯に用いたといいます。江戸時代には隠元、上田秋成、田能村竹田といった名だ
たる文化人たちが賞賛して、煎茶を広めました。明治28年（1895）、桜ノ宮に上水道が出来るま
で、水屋はこの地の水を水舟に積んで、飲料水として大阪市中に売り歩きました。石碑は山崎藩
主・本多忠明の揮毫で、田能村直入が建碑しましたが、その落成式には大長寺で「青湾茶会」が盛大
に行われました。

⑪ 大長寺
浄土宗のお寺で、ご本尊は阿弥陀如来。開創は慶長
10年（1605）で、山号は「川向山」といいます。明
治18年(1885)の淀川の大洪水で莫大な被害を
受け、明治42年（1909）に藤田伝三郎によって寺
領を買い取られ、網島の地から現在地に移転しま
した。また昭和20年(1945)6月7日の空襲によ
って伽藍を消失。さらに昭和23年(1948)の大阪
市都市計画によって境内地を大幅に縮小されまし
た。現在の建物は昭和46年(1971)に落慶したも
のです。紙治と小春が心中したあとは、大長寺は比
翼塚を建てて2人の冥福を祈りました。法名は紙
治が「釈了智」、小春が「妙春信女」です。また、しば
しば回向や開帳を行って、安永3年（1774）には
遺書を公開し、版行模写して売り出すと大評判に
なったと『摂陽奇観』（浜松歌国）にあります。現在
も寺宝として2人の遺書が残っています。

⑩ 都島由来記
「母なる川である淀川に生成し
た多数の島や川によって都島の
大地は創建された。平安朝のこ
ろから武家や寺院などもみられ
たようであるが、都島の各地に
集落が形成されるようになった
のは、近世都島の京橋口から発
する京街道が開発され、また淀
川が京～大阪を結ぶ政治的、経
済的大動脈となってからのこと
である。こうして近世を迎えて
明治22年、大阪市制が敷かれ、
幾多の変遷をへて昭和18年4月
1日都島区の誕生をみて現在に
至っている」と書かれています。
ちなみに地名の都島は、古代の
大隅宮や難波宮に近いことか
ら、または両都に向き合う島(都
向島)の転訛といわれています。

⑫ 『心中天の網島』
浄瑠璃作者・近松門左衛門（1653～1724）の68歳の
ときの作品で、享保5年12月6日に、全三段の世話物と
して大坂竹本座で初演されました。紙屋治兵衛と小春
の大長寺心中事件を聞いた近松門左衛門は、そのとき
住吉の酒楼で遊んでいましたが、早駕篭に乗って現場
に急行し、その途上で「走り書。謡の本は近衛流。野郎帽
子は若紫。悪所狂ひの身の果ては、かくなりゆくと定ま
りし…」という有名な道行きの書き出しを思いついた
とされます。心中事件が10月14日で、その2ヶ月後に
は舞台化され、さすがは希代の早業師と評判になりま
した。とくに道行きのシーンの「名残の橋づくし」は名
文中の名文として知られています。また「天の網島」と
は「天網恢恢疏而不漏」（天の網の目は粗いが、決して悪
人や不正を逃しはしない、という意味）という老子の言
葉と、心中場所の網島とを結びつけた言葉です。

⑥ 桜宮橋（銀橋）
昭和5年（1930）に大川に架けられた、戦前では日本最大のアー
チ橋です。橋名は、大川東岸の桜宮に由来しています。桜宮界隈は
江戸時代から桜の名所として有名で、大川の両岸、川崎から長柄の
近くまで桜が続き、花見の頃には、渡船が通じ「桜の渡」と呼ばれま
した。対岸に見えるのが泉布観と旧ユースアートギャラリーです。

⑦ 泉布観・旧ユースアートギャラリー
泉布観は、明治4年（1871）に造幣寮（現在の造幣局）
の応接所として建設されました。「泉布」は「貨幣」、
「観」は「館」を意味する言葉で、明治天皇が行幸したさ
いに命名しました。旧ユースアートギャラリーは造幣
寮の金銀貨幣鋳造所の正面玄関を移築保存した建築
物です。ともにトーマス・ウォートルスの設計で、大阪
府で現存する最古の洋風建築として、国の重要文化財
に指定されています。普段は非公開で、毎年、春分の日
前後に一般公開されます。

大阪が育んだ「日本のシェイクスピア」こと近松門左衛門。その最高傑作『心中天の網島』の主人公・天満の紙屋治兵衛
と曾根崎「紀伊国屋」の遊女・小春が、享保5年（1720）10月14日未明に心中事件を起こしたのが、網島の大長寺の境
内でした。現在は藤田邸跡公園となっていますが、2人の道行のあとを辿りながら、その深淵な作品世界に迫ります。

悪所くるひの身の果ては、南無網島の大長寺悪所くるひの身の果ては、南無網島の大長寺
～『心中天の網島』の舞台を歩く～

あ み じ ま だ い ち ょ う じ


